




































































2024 年度 入学者選抜試験問題 

情報学部 

学校推薦型選抜(公募制)

小 論 文 

注意 

1. 監督者の指示があるまで、問題用紙を開かないこと

2. 解答はすべて解答用紙に記入すること

3. 監督者の指示に従い、所定欄に、受験番号・氏名を記入すること

4. 机上には筆記用具・消しゴム・鉛筆削り・時計および受験票以外のものを置かないこと

受 験 番 号 氏 名 



次の文章は、毎日新聞 2023 年 6 月 14 日夕刊に掲載されていた記事（「親子で学び」平日学校欠席可 

 Ｌｅａｒｎｉｎｇ＋Ｖａｃａｔｉｏｎ＝「ラーケーション」広まるか）である。この記事を読んで後の問いに答えてくださ

い。 

「ラーケーション」。そんな耳慣れない言葉を使った休暇制度を愛知県が創設した。親子で過ご

す時間を増やそうと保護者の休暇に合わせて子どもが平日に学校を休んでも欠席扱いにしないと

いう全国初の試み。愛知県は全国に制度を広げたい考えだが、学校関係者から「子ども間で格差

が出る」と懸念の声もあり、浸透するかは未知数だ。 

◇愛知県が制度化 家庭の「格差」顕在化懸念 

愛知県が創設したのは「ラーケーションの日」。ラーケーションとは、英語のラーニング（学習）と

バケーション（休暇）を組み合わせた造語だ。 

公立の小中高、特別支援学校に通う児童生徒は年３日まで取得が可能になる。各学校の管理

規則にある「忌引」などと同じ扱いにするため、法改正は必要なく、導入するかどうかは市町村や

学校ごとに判断する。今年の２学期（一般的に８月または９月から）にスタートする。 

県教育委員会によると、ラーケーションを取得する場合は事前に学校への届け出が必要。休日

の過ごし方に特に制限は設けていないが、県教委では「校外学習活動の日」と位置付け、子ども

が保護者と一緒に博物館を訪れたり、陶芸に挑戦したりする「学び」の場にすることを想定している。 

愛知県は製造業で働く人が全就業者の４分の１を占めるなど「ものづくり県」として知られる。製

造現場では生産効率を上げるため、祝日を休日とせずに平日が公休日の従業員も多く、トヨタ自

動車系の企業では、祝日の代わりに年末年始やゴールデンウイーク前後などにまとめて休みを取

得する「トヨタカレンダー」と呼ばれる勤務体系が確立されている。 

「経済団体、産業界からも、休日は親子でいろんな活動がしたいという要望がある」。大村秀章

知事は３月、制度創設を発表した記者会見でこう述べた。「産業界は弾力的な有給休暇取得を奨

励しているが（ラーケーションで）さらに定着していければ。日本一の産業県である愛知だからこそ、

一歩先んじて（休日改革を）進めたい」と制度創設の意義を強調した。 

トヨタ系企業で働き、幼稚園と小学生３人の子どもがいる男性（４０）は「土日や夏季休暇は渋滞

や施設の混雑で、出かけてもストレスがたまる。（休暇を取る）平日の閑散期に子どもと一緒に動け

るメリットは大きい」と制度を歓迎する。 

だが、教育現場では捉え方が少し異なる。 
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「詳細なシミュレーションがされていない中で導入の旗が振られている。うちはやらない」。名古

屋市の坪田知広教育長は制度に否定的だ。 

坪田教育長によると、親と博物館などに行き、深い学びができる子がいる一方で、親がそうした

ことに無関心なため、制度が使えない子も想定されるという。「ラーケーションを使ってこんなところ

に行ったと話せる子はいいが、与えられた権利を使えないことで自己肯定感を下げてしまう子も出

るのではないかと、現場から懸念の声が上がってきている」 

別の学校関係者も「制度は休んだ分の学習のフォローは自宅でやるということになっているが、

親は当然、『学校がフォローすべきだ』となる。学校は今でも忙しいのに放課後にラーケーションを

取った子のために補習タイムなんてできませんよ」と冷ややかだ。 

 休日を「親子による学びの場」と位置付ける制度の理念について、現役の小学校教員で教育評

論家の岡崎勝さんは「家庭サービスが教育サービスになってしまい、親は大変だろう。可処分所得

の多い家庭や、ゆとりのある働き方をしている家庭にはいいが、そうでない家庭は生活格差を自覚

する制度になってしまう」と話す。 

名古屋大大学院教育発達科学研究科の石井拓児教授（教育行政）は「家庭間で格差が出ず、

貧困世帯も制度を使用できるよう旅行クーポンを配布するなど、きめ細かなサポートが大事だ」と

指摘する。 

学校現場からは「何を学びと判断したらいいのか」と戸惑いの声も出ているが、石井教授は「バ

ーベキューでもキャンプでもいい。自分たちで火をおこすとか食材を切るとか、それらも学び。休

日の過ごし方を細かく決める必要はなく、柔軟に運用した方が制度の趣旨に合っている」と話す。

愛知県はラーケーションを全国に広げようと７月に国、経済界向けの提言書をとりまとめ、制度をア

ピールする予定だ。 

今回の愛知県の取り組みについて、学校現場を所管する文部科学省初等中等教育局教育課程

課の担当者は「学校の休みをどうするかについては自治体の判断。国としては推進もしないし、逆

に止めもしていない」と現時点では静観の構えを見せている。 

＜毎日新聞 2023 年6 月14 日 夕刊1 ページ＞ 

問 あなたは愛知県が創設した『ラーケーション』のような休暇制度を推進すべきだと思いますか。それ

とも推進すべきではないと思いますか。最初に自分の立場（推進すべき、または推進すべきでない）を

明確にしてから、その理由も含めて論じてください。（800 字以内） 

以上 
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2024 年度 入学者選抜試験問題 

国際学部 

学校推薦型選抜(公募制)

小 論 文 

注意 

1. 監督者の指示があるまで、問題用紙を開かないこと

2. 解答はすべて解答用紙に記入すること

3. 監督者の指示に従い、所定欄に、受験番号・氏名を記入すること

4. 机上には筆記用具・消しゴム・鉛筆削り・時計および受験票以外のものを置かないこと

受 験 番 号 氏 名 



 

 

次の課題⽂を読み、つづく 2 つの設問に解答してください。 

 

＜課題⽂＞ 

コペンハーゲン市は、⾯積 86.2 km2、⼈⼝約 62.3 万⼈（2019 年）であり、シェラン

島東部に位置している。コペンハーゲン市中⼼部から約 8km 南東に位置するカストラップ

空港は、メトロの延伸によって中⼼部とつながり、アクセスが⾮常に良い。デンマークにつ

いてほとんど事前情報を持たず訪問したとしても、空港から中⼼部へ、さらに各⽅⾯へと各

種交通機関を乗り継いで移動することにさほどストレスはない。空港や各駅構内、バス内、

まちの随所に置かれている観光案内パンフレットや地図には、シンプルでコンパクトな都

市構造と各種交通⼿段、路線図がわかりやすく⽰されている。 

コペンハーゲン市といえば、歩⾏者天国のショッピングストリートであるストロイエ

（Strøget）である。市庁舎前広場と観光客に⼈気の海辺沿いのニューハウン （Nyhavn）周

辺とを結び、途中には数箇所の広場があり、縦横に魅⼒的な通りが交差し、特に夏季のハイ

シーズンには、世界各国からの観光客で通りは⾮常に賑わっている。 

デンマークはデザイン⼤国としても有名である。機能や実⽤性を重視しながら、シンプル

で美しくデザインされたプロダクトは世界中に熱狂的なファンを持つ。空港、中⼼市街地の

カフェ、市庁舎等の公共施設のあちこちで、世界的に有名なデザイナーの家具や照明器具等、

さまざまなデンマーク・デザインに触れることができる。住宅 ・都市政策、および各種都市

計画事業においても、公共デザインの果たす役割は⼤きく、デザインに対する意識は専⾨家

ばかりでなく、⼀般の⼈々の間にも深く浸透している。 

国連が⾏った幸福度調査で北欧諸国は常に上位⼊りしており、2016 年に 1 位にランキン

グされたデンマークでは、「⼈⽣が⾟い」と感じている⼈はわずか 1％ということが明らか

になった。 

なぜ、幸せだとデンマークの⼈々は⾃信をもって⾔えるのか。この類の調査では常にトッ

プレベルなのはなぜなのか。⾼い税⾦を⽀払う代わりに、教育や医療等が無償であり、さら

には、⽼後の⽣活の不安がないからなのか。   

その答えは 「ヒュッゲ （hygge) 」というデンマーク⼈独特の価値観によるものであろう。

デンマークの⼈々は、⾃分にとって⼼地のよい空間で家族や友⼈たちと過ごすのんびりと

した時間＝ヒュッゲをとても⼤切にしている。この 「ヒュッゲ」という⾔葉で表現されるデ

ンマーク⼈の価値観は、彼らのライフスタイルを豊かにし、それは都市空間の計画や設計に
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も反映されている。 

 

コペンハーゲン市は 10 の⾏政区に分かれている。それぞれにまちの特徴があり、たとえ

ばノアブロ地区は、多数の移⺠が集住し、通りにも多国籍感があふれている。また、近年で

は、市南部のアマー地区、ノーハウン （北港湾地区）やシューハウン （南港湾地区）⼀帯に

おいて、メトロの新規路線、駅整備に合わせて住宅やオフィスビルの建設が急増している。 

2007 年の地⽅⾃治体再編成によって、デンマークは五つの広域⾃治体 （Region、レギオ

ン）と 98 の基礎⾃治体 （Kommune、コムーネ、市に相当）に区分された。コペンハーゲ

ン都市圏 （⾸都レギオン）は、⾯積約 2,568km2 であり、デンマークの総⼈⼝約 581 万⼈

の約 3 分の 1 にあたる 184 万⼈ (2019 年）が集住している。コペンハーゲン都市圏は、

コペンハーゲン市を含めて 29 の基礎⾃治体からなり、⼈⼝が最も多いのはコペンハーゲン

市で、⼈⼝が最も少ないのは南部海岸沿いのドラウア市や⻄部のヴァレンスベック市で 1

万数千⼈程度である。コペンハーゲン市を除く 28 ⾃治体の平均⼈⼝は約 4 万⼈であり、⾃

治体規模は⾮常に⼩さい。 

コペンハーゲン都市圏⾃体は、コペンハーゲン市を中⼼に今後も⼈⼝増加が予想されて

おり、2045 年までには 211 万⼈に達すると⾒られている。魅⼒的な都市には企業も⼈々

も集まるという考えが共通認識としてあり、都市圏全体の活性化にカを注ぐ。   

 ところで、コペンハーゲンとスウェーデン南部のマルメ市との間に、橋と海底トンネルか

らなるオアスン海峡橋が 2000 年に開通してから、コペンハーゲン都市圏が位置するシェ

ラン島とスウェーデン南部とのつながりはいっそう増している。これら⼀帯は、「グレータ

ー・コペンハーゲン （Greater Copenhagen）」と呼ばれ、国境を越えて、産業、⽂化、⼈々

の交流を積極的に⾏っている。 

 ⼀帯は、両国の 85 の⾃治体、約 430 万⼈が居住しており、北ヨーロッパを牽引すべく、

両国の関係者が経済 ・ビジネス開発の議論を重ねている。⽣命科学、環境エネルギー、量⼦

技術、IT やビッグデータ等の 12 分野を研究ビジネス開発のターゲットに据え、世界各国

から企業や科学者を誘致している。 

 

（a）北欧の⼩国デンマークは、⾼度に成熟した⺠主国家として教育や社会福祉を充実させ

てきたことはもちろん、原⼦⼒発電の撤退に⾄るまで、さまざまな野⼼的な取り組みを実現

してきた。環境政策では 1985 年に原⼦⼒発電から撤退し、2011 年には 2050 年に再⽣可

能エネルギー100％を⽬指す計画が策定されている。カストラップ空港に近い洋上に整然と

並ぶ⾵⼒発電の⾵⾞を⾒ると、デンマークが未来に向けて都市居住環境づくりを着実に進
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めるという意思が感じられる。   

⼩国ながらも⾼い国際競争⼒を保ち、特に 1970 年代以降は、徹底した地⽅分権と利⽤者

が政策策定過程に直接参加する 「ユーザー ・デモクラシー （Bruger Demokrati)」を発展さ

せ、他の北欧諸国とは異なる独⾃の思想⽂化から、⾼度な社会福祉国家を形成してきた。 

また、社会教育家ハル・コックは、戦後のデンマーク社会のあり⽅、根底に流れる⺠主主

義を⽅向づけた。デンマークにおける⺠主主義とは、話し合い （対話）と相互理解、および

他者に対する尊重に基づく。デンマーク社会では⼈と⼈は対等な関係にあり、会社や学校で

も、上司と部下、先⽣と学⽣といった上下関係に縛られず、年齢、⽴場に関係なく、 （b）対

等に対話が重ねられる。こうした対等な⼈間関係で構築される⺠主主義は、関わるステーク

ホルダーの多い都市政策の現場においても重視されている。 

（⾕⼝守 編著（2019）『世界のコンパクトシティ』 学芸出版社 より） 

 

 

設問 1 

下線 （a）北欧の⼩国デンマーク について、同国の特徴がいっそう明確になるように、課

題⽂を 350〜400 ⽂字で要約し、あなたなりの紹介⽂を作ってください。なお、同国の市 ・

都市圏 ・⾸都であるコペンハーゲンを要約に加えてもかまいません。その場合でも、要約⽂

は、デンマークの説明となるように⼯夫してください。 

 

 

設問 2 

下線 （b）対等に対話が重ねられる という記述にかんして、あなたは対等に対話を重ねる

社会の利点をどのように考えますか。これまでの経験や記憶に残っているエピソード、⾃分

⾃⾝の理念やモットーなどの紹介も⾃由に加え、350〜400 ⽂字で説明してください。 
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2024 年度 ⽂教⼤学 経営学部 学校推薦型選抜
公募制推薦
⼩論⽂問題

・解答はすべて答案⽤紙に記述してください。

・答案⽤紙および問題冊⼦について、 受験番号および⽒名は所定の欄に記⼊してください。 

・試験時間は 60 分です。

・基本的に質問には応じませんが、印刷の誤り、落丁、乱丁の場合は、問題、答案⽤紙を取
り替えますので、監督者に申し出てください。

・この問題冊⼦は、試験終了後に回収します。

受験番号 ⽒名

（2023 年 11 ⽉ 19 ⽇実施）



以下の 2023 年 5 月 11 日公開の東京商工会議所公開の「発達段階に応じたアントレプレ

ナーシップ教育の推進について」の課題文を読み、つづく設問に答えなさい。

 わが国の潜在成長率は 2000 年代に入り１％を大きく割り込んだまま低迷が続いている。

少子高齢化に伴う就業人口の漸減も大きな課題となっている今、生産性向上はもとより、

新たな価値創出の源泉である「人の力」の充実・強化が不可欠であることは論を俟たない。 

 ＡＩを始めとするＩＴ技術の大幅な進歩、気候変動など深刻化する環境問題、国際情勢の

悪化など急激な社会環境の変化によって、先行きの不透明さも増している。これを乗り越

えるためには、課題を発見し解決する意欲を持ち、新たな価値（イノベーション）を生み

出していく力、すなわち「アントレプレナーシップ（起業家精神）」を備えた人材の輩出

が求められ、これを意識した教育に取り組んでいくことが重要である。 

  その際に目指すべきアントレプレナーシップ教育は、必ずしも「起業家」を育てること

を目的とするのではない。情報収集・分析力、判断力、実行力、リーダーシップ、コミュ

ニケーション力といった能力や、チャレンジ精神、創造性、探究心といった心のありよう

を合わせた思考力と行動力を育む機会が子どもたちに与えられることが望まれる。

【略】

「アントレプレナーシップ」とは

○予測困難なこれからの時代に不可欠な「心のありよう」

新型コロナウイルス感染症の拡大や国際情勢の不安定化、情報技術の発達によるライフ

スタイルの急速な変化など、移り変わりの激しい予測困難な社会を生きていく上で、これ

からの個人には、周囲の意見や表層的な情報だけに囚われず、自らで生き方を判断し、変

化に対応するための最適解を模索していくことが求められている。

 また、わが国の労働市場は従来の日本型雇用システムから、ジョブ型雇用の導入が始ま

り、兼業・副業も広がりを見せるなど、働き方が多様化しつつある。人生 100 年時代を迎

え、誰もがリカレントやリスキリングといった学びを含め、職業や自己実現に向けた多様

なキャリアをより長期で主体的に考える必要性も高まっている。 

 旧来型の社会モデル、家族モデル、ひいては「生き方モデル」が、必ずしも一般的な幸

せに結び付かないと思われるこれからの時代に求められるものを探り出さねばならない。 

 全国の商工会議所を対象に実施した調査では、わが国の将来を担う若い世代に強く必要と

される能力として、実行力、主体性、創造力、発信力、課題発見力といった力が挙げられ

た。政府の「第４期教育振興基本計画」においても、同様の指摘がなされている。 

 ここに挙げられているのは、情報収集・分析力、判断力、実行力、リーダーシップ、コ

ミュニケーション力等の「起業家的資質・能力」であり、とりもなおさず、チャレンジ精

神、創造性、探求心といった心のありようを合わせたものが「アントレプレナーシップ」

なのではないか。そして、それはイノベーション人材に必要な力そのものであり、あらゆ

る地域・業種・職種において求められているものでもある。

○アントレプレナーシップ教育が目指すもの  「心のありよう」を培う教育である

「アントレプレナーシップ教育」が目指すものは何か。それは、小・中学校段階から発

達段階に合わせた学びを通じて、急激な社会環境の変化を受容し、新たな価値を生み出し

ていく精神を備えたイノベーション人材を創出していくことにある（図１）。 
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  日本のアントレプレナーシップ教育について、国際的な評価は小中高等学校で 22 か国中

20 位と低く、また小中高等学校と大学以上との評価の差が大きく開いている（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、イノベーション人材にとって必要な「挑戦する力」について、世界６か国の若者

へ実施した調査結果では、自国や自身の将来などに関する全ての質問項目で日本は最下位

であり、リスク回避傾向が強く見られた（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「基礎的資質や心のありよう」は年少期から築いていくものであり、子どもたちがそれ

らを会得する場として「家庭」「学校」は大きな役割を果たしているが、現代における急

速な変化に柔軟かつ適切に対応する力を、従来の枠組みだけで培うことは困難となってい

る。家庭や学校を支える地域ぐるみの活動により、様々な体験の場を活用したアントレプ

レナーシップ教育を提供することが、予測困難な社会に適応する力の育成につながる。折

しも、2020 年度に改定された学習指導要領では、改めて、子どもたちが自ら課題を見つけ、

自ら学び、自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく「生き

る力」を学校での学びを通じて育むことの必要性が謳われている。まさにアントレプレナ

ーシップの涵養と共通する部分が多く、具体的推進を求めたい。  

 

 

引用： 東京商工会議所「発達段階に応じたアントレプレナーシップ教育の推進について」2023 年5月11日より抜粋 
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【設問】 

 課題文の「発達段階に応じたアントレプレナーシップ教育の推進について」（抜粋）

の内容を参考に、あなた自身が身につけたい「アントレプレナーシップ」と、文教大学

経営学部のアドミッション・ポリシーをすり合わせ、経営学部入学後にあなた自身が、

実際に身につけ育んでいく「アントレプレナーシップ」のイメージを８００字以内で述

べなさい。 

 

 

※ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

求める学生像 

 経営学部では、次のような学生の入学を期待しています。 

1．文教大学の「人間愛」の理念のもとで、社会のより良き一員として生きていくための

基盤的な能力や人格を着実に修養し、そのうえで経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）

を多面的に効果的に活用できる人 

2．経営活動において人を核心とする思想と手法を統合し、「人間尊重の経営」を具現化

できる人 

3．基礎学力と学修意欲を有していることはもとより、大学の理念や学部の目標について

理解し共鳴できる人 

 

学んできてほしい内容 

1．基礎学力と学びへの姿勢 

高等学校における教科を着実に学び、基礎学力を修得しており、学ぶことの面白さや

学ぶ習慣を身につけている。 

2．求められる能力にかかる基礎の修得 

コミュニケーション能力、論理的思考力、総合的判断力、そして的確な表現力は、経

営学部での専門的な学修を深めるために不可欠となる。高等学校での各教科の学習を

通じて、こうした能力の基礎が修得できている。 

3．主体的な思考と他者との協働 

経営学部の教育では、学生と教員、あるいは学生同士の対話と協働によって、高度な

思考力や卓越した創造性を錬磨させていく。主体的に思考し行動しながらも、他者を

尊重し多様な人々と協力していこうとする態度が身についている。 

4．社会の一員としての意識 

自分の人生や進路について真剣に考えるとともに、社会のさまざまな出来事に対して

問題意識を有している。 

 

 

 

 

 

問題は以上です 
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